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審 議 結 果 報 告
6 月 定 例 会

議案番号 議　　案　　名 議決内容

同意第３号 宮若市固定資産評価員の選任について 原案同意

承認第１号 専決処分の承認について
（宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

議案第 20 号 財産の取得について 原案可決

議案第 21号 財産の取得について 原案可決

議案第 22 号 宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 23 号 宮若市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第 24 号 工事請負契約の締結について 原案可決

議員提出議案
第２号

宮若市における性暴力の根絶及び性被害から市民を守るため、関係法令に則り、『福岡県
における性暴力を根絶し、性被害から県民等を守るための条例』に明記する措置等の徹
底を求める決議案

原案可決

議員提出議案
第４号 農業観光振興センター運営に係る調査を求める決議案 原案可決

議員提出議案
第３号 川口誠議員の不当要求行為等に関する調査に関する決議案 審議未了

※ 議案の審議に当たり、議事日程追加の採決において賛成少数のため、審議は行っていません。

◆賛否の分かれた議案	 ○：賛成　×：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15

氏名

議案

神
谷
　
喜
久
雄

藤
春
　
優
二

松
岡
　
史
倫

清
水
　
健
太
郎

山
元
　
秀
一

柴
田
　
裕
美
子

染
矢
　
正
次

和
田
　
善
久

安
永
　
友
則

安
河
　
英
幸

茅
野
　
勝

弓
削
田
　
敬

谷
口
　
重
隆

寳
部
　
勝

農業観光振興センター運営に係る調査を求める
決議案※１ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議事日程追加についての賛否
川口誠議員の不当要求行為等に関する調査に関
する決議案 ○ × × × ○ × × × × × × × ○ ×

議員提出議案第 4号　農業観光振興センター運営に係る調査を求める決議案【可決】
※ 1	 反対討論（山元　秀一議員）

トライアルとしっかりとした連携を持って今後もやっていただきたいという提出者の気持ちはよく分かる。しかし、第三
者機関設置の法的根拠が述べられておらず、第三者がどういう人なのかも曖昧な点があり、予算についても案が示されて
いない。そもそも調査は議会の案件であり、行政のチェックにどこまで携わっているか、予算をどこまで審査しているか
分からない第三者に委ねること自体、我々の仕事を放棄していると捉えている。

審議に付さなかった議案
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可決された決議

近時、ハラスメント問題が顕著化し、その撲滅に向けた取組がなされているところである。その中でも、
特にセクシャルハラスメントは相手への性的嫌がらせであり、同意のない性的な行為は、性暴力であり、
重大な人権侵害であることから、その撲滅への取組は、より一層強く図らなければならないと考えるとこ
ろである。

相手の気持ちを尊重しない性暴力は『自分の身体に関することを自分で決める権利』を否定する明らか
な人権侵害であり、性暴力根絶の理念は人類共通のものである。

また、本市におけるイベントに際して、出演者の望まない性的趣旨を想起させる撮影行為が行われたこ
とが報告されている。これは、被撮影者にとっての人権侵害であり、重大な問題であると捉えているとこ
ろ、我々は、これら人権侵害に対する防止及び抑止に向けた取組に、責任を追う立場であると感じている
ところである。

このような中、福岡県では、『相手の同意なく行われる性的行為は、性暴力である』ことが『福岡県にお
ける性暴力を根絶し、性被害から県民等を守るための条例（県性暴力根絶条例）』に明記され、全国に先駆
け、性暴力に対する社会の要請に応えている。

県性暴力根絶条例では、性犯罪や性暴力に関する事項のほか、地方公共団体やその関連団体及び事業者
並びに県民の責務等を明らかにした上、性暴力の根絶とそれらに起因する二次被害からの救済を明確化し
ており、福岡県におけるあらゆる性暴力の根絶を図ることを目的としているものである。

また、近年では、スポーツ選手を性的な意図を持って撮影する「アスリート盗撮」が社会問題となって
いる。このアスリート盗撮とは、選手等が意図していない、望まない、性的な撮影を目的としているもの
で、これまで競技団体などから、それらの行為を防止する対策が叫ばれていた。

こうした背景を踏まえ、昨年 3 月、アスリート盗撮などへの対応が、改正県性暴力根絶条例に明記され、
イベント等の主催者に対し、性的目的を想起する撮影行為を防止する措置を行うことが定められた。

また、去る 6 月 13 日には、参議院においても、スポーツ選手等への SNS 等による悪質な投稿や、観客
が選手を盗撮する行為、指導者による体罰や暴言への対策を国と自治体の責務とすることなどを定めた改
正スポーツ基本法が可決・成立したところでもある。

以上のことから、本決議案は、宮若市からあらゆる性暴力を根絶するため、改正スポーツ基本法等関係
法令を踏まえたうえ、『県性暴力根絶条例』が規定するとおり、性暴力に対する啓発を含めた条例の周知及
び措置等の徹底を図ることを市に対して強く求めるものである。

提出者：清水 健太郎
賛成者：安河 英幸、染矢 正次

宮若市における性暴力の根絶及び性被害から市民を守るため、関係法令
に則り、『福岡県における性暴力を根絶し、性被害から県民等を守るため
の条例』に明記する措置等の徹底を求める決議案

可決された決議

宮若市とトライアルホールディングスは、令和 2 年 9 月に締結した官民連携プロジェクト「リモートワ
ークタウンムスブ宮若」連携協定を発展する形で、令和 5 年 2 月に新たな連携協定「リモートワークタウ
ンムスブ宮若まちづくりプロジェクト」を締結し、官民協力して、まちづくりを進めているところである。

また、宮若市議会においても、令和 2 年 9 月に、構想の推進に係る決議を議決している。
現在、事業の中核である「農業観光振興センター」の運営において、宮若市からの申し出に端を発し、

宮若市とトライアルホールディングスの今後の関係において、喫緊の課題が生じていることは、憂慮する
事態である。

よって、市当局に対し、下記のとおり求めるものとする。
1　�宮若市は、この問題について、早急に解決を図るため、第三者も加えた調査委員会を設置し調査を行

い、その結果を議会へ報告すること。
2　�宮若市は、「リモートワークタウンムスブ宮若まちづくりプロジェクト」に基づき、トライアルホール

ディングスとの課題解決に努めること。
提出者：柴田 裕美子、和田 善久、藤春 優二、安河 英幸、弓削田 敬、寳部 勝
賛成者：染矢 正次、安永 友則

農業観光振興センター運営に係る調査を求める決議案

	 賛成討論（藤春　優二議員）
今回の市長の言動が、例えば締結の解消や事業撤退といった事態に発展した場合、相手企業に与える損害はもちろんのこ
と、本市がどれだけの不利益を被るのか、具体的な損害額や機会損失など、今は何も把握できてない。このままでは市民
への説明責任も果たせないばかりか、今後の市政運営に対する信頼も揺らぎかねない。そのため、第三者の視点も交え、
今回の市長の言動がどのような影響をもたらしたのか、その因果関係を明確にする必要がある。

	 賛成討論（弓削田　敬議員）
現状では、トライアルに対して塩川市長が市のトップとして電話されたことに端を発して、撤退するという状況になって
いる。相手方であるトライアルにおいても、我々議会や執行部が気持ちを変えてくださいと話に行ったとしても、聞き入
れいただけるような状況ではないと思う。第三者、いわゆる顧問弁護士 3 名、そういった方々に相談し、方策を伺いなが
ら、トライアルホールディングスと話ができる場をセットしていただくことが必要だと思う。
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上
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安
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友
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教
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生
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会
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柴
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報
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◆
市
長
報
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1

宮
若
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
を
同
意

福ふ
く 

岡お
か 

智ち 

香か 

氏
（
税
務
収
納
課
長
）
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跡
地
利
活
用
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
人
と
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が
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す
る
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な
ま
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め
た
「
若
宮
小
学
校
跡
地
利
活
用
基

本
構
想
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
構
想
で
示
す
「
土
地
利
用
及
び
施
設
配

置
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
歩
行
者
、
車
両
の

動
線
、施
設
配
置
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
及
び
公
園・

交
流
拠
点
施
設
の
具
体
的
な
整
備
内
容
を
検

討
し
、
地
域
の
活
性
化
及
び
本
市
の
定
住
促

進
に
向
け
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関

す
る
細
目
協
定
書
の
変
更
に
つ
い
て

倉
久
尾
ノ
上
地
区
に
お
け
る
宮
若
北
部
工

業
用
地
造
成
事
業
を
福
岡
県
が
本
市
と
連
携

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

福
岡
県
と
の
役
割
分
担
等
を
定
め
た
「
宮

若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関
す
る
基
本

協
定
」
を
締
結
し
、
県
が
調
査
設
計
を
、
市

は
用
地
補
償
交
渉
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
県
と
年
次
的
な
費
用
負
担
や

財
産
の
引
渡
し
及
び
管
理
等
に
つ
い
て
定
め

た
「
宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関
す

る
細
目
協
定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、事
業

用
地
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

事
業
期
間
及
び
費
用
年
度
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
協
定
書
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
若
市
産
業
用
地
適
地
選
定
調
査
に
つ

い
て

企
業
立
地
が
可
能
な
受
け
皿
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、
用
地
交

渉
を
重
ね
て
い
る
一
方
、
熊
本
県
菊
陽
町
に

進
出
し
て
い
る
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
）
を
誘
因
と
す
る
様
々
な
企
業
か
ら
進

出
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
を
勘
案
し
、

産
業
用
地
適
地
選
定
調
査
に
着
手
し
て
い

ま
す
。

本
調
査
は
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
伴
走
支

援
及
び
福
岡
県
に
よ
る
補
助
金
採
択
を
受
け

て
実
施
し
た
も
の
で
、市
内
全
域
を
対
象
に
、

産
業
用
地
と
し
て
の
開
発
を
検
討
す
る
適
地

を
選
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

立
地
環
境
や
規
模
を
基
準
に
一
次
候
補
地
と

し
て
12
箇
所
を
抽
出
し
、
法
規
制
や
敷
地
の

形
状
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し

た
結
果
、
下
有
木
南
地
区
、
都
地
地
区
の
２

箇
所
を
二
次
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

選
定
し
た
二
次
候
補
地
を
中
心
に
、
地
権

者
等
の
意
向
確
認
や
用
地
調
査
を
進
め
な
が

ら
、
民
間
活
力
に
よ
る
新
た
な
産
業
用
地
の

整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組

合
に
お
け
る
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
関

す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
に
国
の
循
環
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
の
申
請
が
承
認
さ
れ
、
交
付
金

の
内
示
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
処
理

方
式
等
を
確
定
し
、「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、「
施
設
の
方
向
性
が
定
ま

っ
た
段
階
で
、
各
構
成
市
町
議
会
の
議
員
全

員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
く
よ
う
に
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
開
催
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
組
合
内
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、
組
合
議
会
に
お
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
相
談
窓
口
及
び
第
三
者
委
員
会
設

置
の
議
決
が
な
さ
れ
た
た
め
、
弁
護
士
２
名

と
人
権
擁
護
委
員
１
名
で
構
成
す
る
第
三
者

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

民
事
調
停
の
報
告
に
つ
い
て

市
営
住
宅
入
居
者
の
う
ち
滞
納
月
数
が
３

箇
月
以
上
の
者
４
名
を
対
象
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
３
名
は
調
停
の
申
立
て
前
に
滞
納
家

賃
等
の
納
付
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

残
る
１
名
に
つ
い
て
は
、
２
月
17
日
に
直

方
簡
易
裁
判
所
に
調
停
を
申
し
立
て
た
と
こ

ろ
、
調
停
の
申
立
て
後
に
納
付
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

訴
え
の
提
起
の
報
告
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
滞
納
者
１
名
に
対
し
、
市

が
そ
の
支
払
い
を
求
め
て
直
方
簡
易
裁
判
所

に
支
払
督
促
の
申
立
て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

相
手
方
か
ら
督
促
異
議
の
申
立
て
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。

令
和
７
年
１
月
31
日
に
福
岡
県
直
方
地
方

裁
判
所
民
事
法
廷
で
第
１
回
口
頭
弁
論
が
行

わ
れ
、
同
年
２
月
14
日
付
け
で
勝
訴
の
判
決

を
得
て
い
ま
す
。

旧
宮
田
東
小
学
校
等
施
設
解
体
工
事

（
１
工
区
）の
入
札
の
経
過
に
つ
い
て

旧
宮
田
東
小
学
校
等
施
設
解
体
工
事
（
１

工
区
）
の
指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て
、
５
月

16
日
に
入
札
を
執
行
し
、
落
札
者
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
落
札
者
と
の
間
で
の
契
約
締
結

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
６
月
13
日
に
入
札
を
執
行
す
る
こ

と
と
し
、
跡
地
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
な
る
べ
く
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

◆
市
長
報
告 

２

◆
市
長
報
告 

３

◆
市
長
報
告 

４

◆
市
長
報
告 

５

◆
市
長
報
告 

６

◆
市
長
報
告 

７
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市 政 を 問 う
質問者 質問事項 QR

1. 山元 秀一 1. 物価高騰対策について
2. コンプライアンスの確立について

2. 柴田 裕美子 1. 新しく就任された教育長に対し、教育行政の指針について伺う
2. 地域防災活動とコミュニティのあり方について伺う
3. 子どもの命を水の事故から守る、ライフジャケットの普及について伺う

3. 藤春 優二 1. 本市の学校運営協議会（コミュニティ・スクール）について伺う

4. 松岡 史倫 1. 本市のデジタル戦略について伺う
2. 本市の放課後児童対策パッケージについて伺う
3. 今年度の企業版ふるさと納税の取組について伺う

※ �QR から、一般質問の録画映像がご覧いただけます。 
会議録は、議会事務局、若宮総合支所ハートフル、市内図書館および宮若市議会ホームぺージからご覧いただけます。

一般質問は市民を代表し、市の施策・方針や課題について問います

市 政 を 問 う 一般質問
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市 政 を 問 う一般質問
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立
に
つ
い
て

新
し
く
就
任
さ
れ
た
教
育
長
に
対
し
、教
育
行
政
の
指
針
に
つ
い
て
伺
う

地
域
防
災
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う

子
ど
も
の
命
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
普
及
に
つ
い
て
伺
う

問　

物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
給
食
費
無
償
化
を

行
っ
て
い
る
が
、学
校
給
食

を
受
け
て
い
な
い
子
育
て

世
帯
や
非
課
税
世
帯
、
低

年
金
の
高
齢
世
帯
と
い
っ

た
物
価
高
騰
の
影
響
が
大

き
い
世
帯
に
補
助
等
は
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、世
帯
間
で

不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
。

米
価
高
騰
に
あ
る
中
、

食
料
費
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
市
長

高
校
生
や
大
学
生
を
養

育
し
て
い
る
世
帯
や
、
そ

の
他
の
世
帯
に
対
す
る
物

価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

は
、
現
状
で
は
特
に
実
施

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
、
対
応
可
能
な
施
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
確
立
に
つ
い
て
、ま
た
、

違
反
が
判
明
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

公
契
約
の
手
続
に
当
た

っ
て
は
、
関
係
法
令
を
遵

守
し
、
透
明
性
や
公
平
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
認
識
し
て
お
り
、『
職

員
等
の
公
正
な
職
務
執
行

の
確
保
に
関
す
る
条
例
』

を
定
め
、
法
令
遵
守
の
徹

底
、
不
正
行
為
の
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
条
例
は
法
令
遵
守
、

公
益
通
報
、
不
当
要
求
へ

の
対
応
を
定
め
た
も
の

で
、
法
令
違
反
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
適
切
な
対

応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

福
祉
分
野
で
は
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
が
利
用
者

の
権
利
擁
護
や
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
、
組
織
の
信

頼
を
維
持
す
る
た
め
に
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問　
工
事
入
札
に
関
し
、

議
員
が
要
求
を
強
い
た
と

す
る
事
案
へ
の
対
応
は
。

答　
市
長

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
入
札
妨
害
あ
る
い
は

脅
迫
に
も
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答　
副
市
長

指
摘
の
事
案
に
つ
い
て

は
、
内
部
で
情
報
共
有
を

図
り
現
在
、
対
応
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

不
当
要
求
は
極
め
て
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
要
綱

の
と
お
り
、
関
係
機
関
に

十
分
相
談
を
し
た
上
で
、

慎
重
に
か
つ
厳
正
に
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
本
市
の
教
育
に
関
わ

る
課
題
と
、
教
育
施
策
に

対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　
教
育
長

宮
若
市
教
育
委
員
会
で

は
、
第
２
次
宮
若
市
総
合

計
画
に
お
い
て
、「
子
ど
も

の『
生
き
る
力
』を
育
て
る

学
校
教
育
と
、
多
彩
な
市

民
交
流
を
生
む
社
会
教
育

の
充
実
」
を
目
標
と
す
る

大
綱
を
基
に
、「
教
育
環
境

の
充
実
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
学
校
教
育
で
は

「
安
全
で
、安
心
で
き
る
学

校
づ
く
り
」
を
、
社
会
教

育
で
は
「
市
民
の
皆
様
の

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
」

を
地
域
や
関
係
者
の
皆
様

の
力
を
お
借
り
し
、「
教
育

環
境
の
充
実
」
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
の
学
校
教
育

に
関
わ
る
課
題
は
、「
児

童
・
生
徒
の
学
力
の
向

上
」、「
不
登
校
児
童
生
徒

の
解
消
」
の
２
点
で
す
。

次
に
、
社
会
教
育
に
関
わ

る
課
題
は
、「
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
の
促

進
」
の
１
点
で
す
。

問　
本
市
の
防
災
活
動
に

取
り
組
む
具
体
的
な
施
策

と
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

本
市
で
は
、
宮
若
市
防

災
会
議
が
定
め
て
い
る
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を

原
則
に
、
自
主
防
災
組
織

の
体
制
整
備
の
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
自

治
会
や
自
治
会
の
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
で
防
災
講
習
会
等

を
実
施
す
る
な
ど
、自
助
、

共
助
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
も
、周
知
し
て
い
ま
す
。

問　
前
回
の
一
般
質
問
の

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
レ
ン

タ
ル
事
業
の
提
案
に
対

し
、検
討
さ
れ
た
内
容
と
、

こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
市
長

い
こ
い
の
里
千
石
で

は
、
不
特
定
多
数
の
方
が

来
場
さ
れ
て
い
る
た
め
、

水
難
事
故
に
対
し
て
万
全

な
対
策
を
行
う
と
い
う
面

で
は
、
管
理
棟
に
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
備
し
、

希
望
者
に
貸
出
し
を
す
る

こ
と
は
非
常
に
有
効
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
期

間
中
、
管
理
棟
に
お
い
て

は
可
能
な
限
り
の
安
全
対

策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
年
度
の
７

月
11
日
か
ら
の
キ
ャ
ン
プ

場
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

て
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
貸
出
し
を
行
う
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

柴田　裕美子

山元　秀一
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市 政 を 問 う 一般質問

藤春　優二

本
市
の
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て
伺
う

問　

学
校
運
営
協
議
会

は
、
地
域
と
学
校
が
連
携

し
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な

成
長
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
う
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
現
在
、
本
市
に
設

置
し
て
あ
る
学
校
運
営
協

議
会
の
状
況
と
今
後
設
置

を
検
討
し
て
い
る
小
中
学

校
区
へ
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
教
育
長

本
市
に
お
い
て
は
、
現

在
、
宮
若
西
小
学
校
と
宮

若
西
中
学
校
が
合
同
で
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
学
校
の
教
職

員
や
地
域
住
民
、
保
護
者

等
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

校
長
の
学
校
運
営
の
基
本

方
針
を
承
認
し
た
り
、
学

校
運
営
や
教
育
活
動
に
対

す
る
意
見
を
校
長
や
教
育

委
員
会
に
述
べ
た
り
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、『
第

２
次
宮
若
市
総
合
計
画
』

に
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、

全
て
の
小
中
学
校
で
の
学

校
運
営
協
議
会
の
設
置
を

目
指
し
て
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

現
在
、
一
つ
の
小
学
校

で
、
地
域
住
民
の
方
々
が

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援

す
る
地
域
学
校
協
働
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
他
校
に
も
広

げ
る
と
と
も
に
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
学

校
運
営
協
議
会
の
立
ち
上

げ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
令
和
９
年
ま
で
に
学

校
運
営
協
議
会
を
市
内
す

べ
て
の
小
中
学
校
区
に
設

置
す
る
理
由
を
伺
う
。

答　
学
校
教
育
課
長

学
校
運
営
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
に
お
い
て
設
置
が

努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、地
域
に
開
か
れ

た
学
校
運
営
に
よ
っ
て
、

地
域
と
学
校
と
の
協
働
の

意
識
が
強
ま
り
、
児
童
生

徒
に
と
っ
て
地
域
に
守
ら

れ
る
安
心
の
中
で
学
び
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
意
義
を
踏
ま
え
、
市

内
全
小
中
学
校
へ
の
設
置

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
、
学
校
運
営
協

議
会
の
広
が
り
と
深
ま
り

を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

答　
学
校
教
育
課
長

先
ず
は
、
各
学
校
の
学

校
運
営
協
議
会
の
立
ち
上

げ
に
向
け
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
適
正
配
置
を

行
い
、
各
学
校
の
管
理
職

や
担
当
者
を
対
象
と
し

て
、
国
や
県
が
主
催
す
る

研
修
会
へ
の
参
加
を
進
め

て
い
く
こ
と
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
つ
い
て
伺
う

本
市
の
放
課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
伺
う

今
年
度
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

問　
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
が

総
務
課
か
ら
独
立
し
た
組

織
と
な
っ
た
が
、そ
の
狙
い

と
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
か
す

こ
と
で
、
ど
ん
な
未
来
を

描
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
市
長

総
務
省
は
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

各
自
治
体
が
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
事
項
や
内
容

を
具
体
化
し
、
支
援
策
を

ま
と
め
た
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
」
の
着
実
な
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
推
進
計
画
を
受

け
、
本
市
で
は
、
本
年
４

月
に
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
を

新
設
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
全
体
最
適
化
や
、
住
民

と
行
政
の
接
点
の
多
様

化
・
充
実
化
に
柔
軟
に
対

応
し
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
組
織
横
断
的
に
進
め

る
た
め
の
体
制
強
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

行
政
事
務
の
効
率
化
を

促
進
し
、
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
幸
福
度
や

生
活
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
新
・
放
課
後
子
ど
も

総
合
プ
ラ
ン
か
ら
放
課
後

児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ

と
更
新
さ
れ
た
こ
と
で
本

市
の
放
課
後
の
学
び
の
体

制
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
伺
う
。

答　
市
長

従
来
の
「
新
・
放
課
後

子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」は
、

共
働
き
家
庭
等
の
い
わ
ゆ

る
「
小
１
の
壁
」
を
打
破

す
る
と
と
も
に
、
次
世
代

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
全
て
の
児
童
が
放

課
後
等
を
安
全
・
安
心
に

過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
現
・
こ
ど
も
家

庭
庁
所
管
の
「
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
（
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
）」と
文
部

科
学
省
所
管
の
「
放
課
後

子
供
教
室
」
を
、
一
体
的

に
又
は
連
携
し
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
た
に
策
定
さ
れ
た
放

課
後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
、
放
課
後
の
共
働
き

家
庭
の
子
ど
も
を
支
援
す

る
施
策
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
主
に
待
機
児
童
の

解
消
、補
助
事
業
の
活
用
、

関
係
部
局
間
・
関
係
者
間

の
連
携
な
ど
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
て
本
市

の
放
課
後
の
学
び
の
体
制

が
、
大
き
く
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
待
機
児
童
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、福
祉

部
門
と
教
育
部
門
と
の
連

携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 松岡　史倫
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市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
https://www.city.miyawaka.fukuoka.dbsr.jp/

次回の定例会は 9月2日（火） 開会予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしています。

本会議・各常任委員会等の日程については、日程が決まり次第、宮若市のホームページに掲載します。
小さなお子さんをお連れの人は議場への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

表　彰
　5月 20日に開催された全国市議会議長会定期総会で、谷口議員が議員通算 20年以上、
安永議員が議員通算 15年以上の表彰を受けました。

「宮若市議会動画配信」アンケートのお願いについて
宮若市議会では、さらなる「開かれた議会」の実現に向けて、令和７年２月より本会議の動画配信に、「字幕

表示機能」を追加しています。今後、さらに充実した配信を行えるよう、アンケートを実施させていただきます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、本アンケートにご協力をお願い申し上げます。

◎次の各項目にお答え下さい。（あてはまるものの左の（　）の中に○をつけて下さい。）
１．性別と年齢を教えて下さい

・（　　）男性　　　  （　　）女性　　（　　）回答しない
・�（　　）20 歳未満　（　　）20 代　  （　　）30 代　　　（　　）40 代 
（　　）50 代　　　（　　）60 代　  （　　）70 代以上　（　　）回答しない

２．議会動画配信についてお尋ねします
①議会動画配信について、映像と字幕表示を行っていますが、知っていますか。
　（　　）知っている　　　（　　）知らない
②議会動画配信について、利用したことがありますか。
　（　　）ある　　　　　　（　　）ない → ３へお進みください。
③本会議の動画配信における字幕表示入りの映像をご覧になって、満足でしたか。
　（　　）とても満足　（　　）満足　（　　）普通
　（　　）不満（理由があればご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　）

３．議会動画配信に対して、ご意見などありましたら、ご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記 QR より、 
ご回答お願い申し上げます。

（紙のアンケートは、市役所
議会事務局にございます。）

締　切　
令和 7年 11月 28日（金）

安永議員 谷口議員
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み
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か
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会
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編
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編
集
後
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

山
　
元
　
秀
　
一

松
　
岡
　
史
　
倫

染
　
矢
　
正
　
次

清
　
水
　
健
太
郎

藤
　
春
　
優
　
二

神
　
谷
　
喜
久
雄

安
　
河
　
英
　
幸

　
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

は
、
梅
雨
前
線
や
秋
雨
前
線
、

台
風
の
影
響
で
大
雨
に
な
り
や

す
く
、
災
害
が
起
こ
り
や
す
い

時
期
で
す
。

　
幸
い
に
も
、
本
市
で
は
近

年
、
大
き
な
災
害
に
は
見
舞
わ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
の

よ
う
に
各
地
で
様
々
な
災
害
が

発
生
す
る
な
ど
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、

自
分
自
身
の
身
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」
も
大
事
で
す
が
、
地

域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助

け
合
う
「
共
助
」
の
観
点
が
よ

り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
地
域
全
体
で
の
取
組
に
よ
り
、

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
へ
の
備
え
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

安
河
　
英
幸

シゲミーランド（下有木） 第 1回宮若市モルック大会

池坊筑豊支部　いけばな池坊展 地域学校協働活動

宮田グランドゴルフクラブ夏季大会 日吉（写真同好会提供）　　　
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